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06010a3
新規形態異常防除技術および増肉改善による高収益型ハタ類養殖の構築

１ 代表機関・研究統括者

国立研究開発法人水産研究・教育機構  宇治 督

２ 研究期間：令和６年度～令和８年度（３年間） 

３ 研究目的 

ハタ類の養殖生産量増加を妨げている大きな要因である「形態異常

発生」および「餌料費高騰」を解決する技術開発を行い、高収益型ハタ

類養殖システムを開発する。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 健苗生産システムの開発

スジアラで開発された新たな形態異常防除技術をマハタとヤイト

ハタに応用し、ハタ類の健康な種苗の生産技術を開発する。
（水産研究・教育機構、愛媛県農林水産研究所、三重県水産研究所、三重県水産振興事業団、

沖縄県水産海洋技術センター） 

② 増肉改善による養殖生産システムの開発

ハタ類における増肉係数悪化のメカニズムを解明し、増肉係数を

低下させる新たな飼養技術を開発する。 
（水産研究・教育機構、愛媛県農林水産研究所、三重県水産研究所、沖縄県水産海洋技術セン

ター）

５ 最終目標 

形態異常防除技術および増肉改善技術により養殖生産コストを 25%

以上削減した高収益型ハタ類養殖システムを開発する。 

６ 期待される効果・貢献 

高収益型ハタ類養殖システムを開発することで、養殖業者の利益を

増加させ、持続可能な環境にやさしいハタ類養殖の生産量を増加させ

ることに貢献する。 

【連絡先 国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所八重山庁舎 0980-88-2571】 
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戦略的養殖品目であるハタ類の養殖では
①形態異常の発生による歩留まりの悪さと
②餌代の高騰が大きな課題
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研究の内容

・ハタ類で低環境負荷・高収益型の養殖システムが実用化
→ハタ類養殖の収入増加および生産量増加に貢献。

・増肉係数改善技術はマダイなど他の魚種に応用

期待される効果・貢献


